第７０回　日本建築法制会議 総会 議事録
日　　時　　：　２０１３年１２月　５日（水曜日）１３時００分～1６時００分
場　　所　　：　東京都中央区京橋２－６－７　京橋区民館　３号室洋室
出 席 者　：　９名（敬称略・50音順）　
大山 　宏、山東 和朗、竹川 忠芳、辻 英一、平松 朝彦、眞柄 榮毅、
室田 達郎、柳澤 孝次、山田 利行
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○提出資料（大山　宏）
：「特定秘密の保護に関する法律案の概要」に対する意見募集の結果平成２５年１０月４日

：「速報」仲盛昭二氏が国の不当処分から免許取り戻す～福岡高裁、処分の執行停止認める

　　　　　　　　　　　　　　、http://ib-specialist.jp/2013/11/post-49-1101-ymh-1.html
、スペシャリスト企業経営ネット、２０１３年１１月１日

：「国交省に完全勝利！」、仲盛昭二、平成２５年１１月１日
：「建築物の設計・工事監理の業の適正化及び建築主等への情報開示の充実に関する共同提案」、日本建築士会連合会、日本建築士事務所協会連合会、日本建築家協会、　　　　　

平成２５年１１月７日

：「建築３団体／業務適正化・情報開示充実を共同提案／士法改正へ１１項目要望」、
日刊建設工業新聞、２０１３年１１月２５日

：「「業」の適正化と情報開示充実を／建築３会が共同提案／議員立法で士法改正目指す」、

　建設通信新聞、２０１３年１１月２５日

：「国交省建築基準制度部会/適判機関の選択性議論/判定員の質向上、不服申し立ても」、建設通信新聞、２０１３年１０月４日

：「デザインビルド浮上／東京都の五輪競技会場整備／五輪限定、工期短縮を期待」、

建設通信新聞、２０１３年１０月２４日

：「津波避難塔：大阪・高石市が免税湾岸工場に適用第一号」、毎日新聞、２０１３年１１月２日
；「農畜産施設２２棟で建築確認せず、違法建築の疑いで調査」、
河北新報、２０１３年１１月１６日、

：「大阪市：狭小住居　生活保護認めず、「理念反する」」、毎日新聞、２０１３年１０月１７日

：「「流れ橋」流れすぎ？　多額の補修費に疑問も」、京都新聞社、２０１３年１０月２７日

：「海峡道路構想、復活の動き「無駄」批判、０８年に凍結」、朝日新聞、２０１３年１０月２２日

：「＜笹子トンネル事故＞重量物「つり下げ」禁止へ、土木学会」、

毎日新聞、２０１３年１２月２日

：「月山トンネル事故脱落、公表せず、　笹子事故の１６年前」、毎日新聞、２０１３年１２月１日

：「国立競技場改築／民間活動家が国と東京都に要望書提出／周辺環境への負荷低減を」、日刊建設工業新聞、２０１３年１１月２６日

：「新国立競技場コンペ再検討へ／槙文彦氏の論文受けシンポジウム
／歴史・文化、都市計画から問題提起」、建設通信新聞、２０１３年１０月１６日
：「新国立競技場：「床面積２５％削減　建設費１７８５億円」毎日新聞、２０１３年１１月２９日

：「スポーツ振興センター／新国立競技場基本設計条件固まる／２２万平米に希望縮小」、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、日刊建設工業新聞、２０１３年１１月２７日

：「新国立競技場　規模２割縮小／　総延べ２２万㎡基本設計条件まとまる」、建設通信新聞

、２０１３年１１月２７日

：「床面積２割減どまり　新国立競技場　デザイン維持」、東京新聞、２０１３年１１月１７日
：「建設範囲大きく超過　新国立競技場デザイン」、東京新聞、２０１３年１１月９日
参考⇒※「シンポジウム 新国立競技場案を神宮外苑の歴史的文脈の中で考える」日本建築家協会

（ＪＩＡ）　日時　２０１３年１０月１１日「金」　１８；００～２０：００　　場所　日本青年館中ホール
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 http://www.jia.or.jp/resources/bulletins/000/034/0000034/file/bE2fOwgf.pdf
　特別寄稿　新国立競技場案を神宮外苑の歴史的文脈の中で考える　槇 文彦
〇　提出資料（辻　英一）
：「安心できる建物をつくるために　構造設計者と共に考えましょう」
・・・《２－３　構造計算プログラムについて》・・・、日本建築構造技術者協会（ＪＳＣＡ）
⇒“設計者責任”と“構造設計者の質”と“ソフトハウスの責任”の３者のあり方が重要だ！
⇒　今の“プログラム”は、昔の“計算尺”と同じでしょ！
⇒　建物の瑕疵が起これば、設計者責任となる。　ソフトハウスには道義的責任がある。
⇒建築基準法は建築主・所有者を規制するものなり。
⇒細々とした過剰な単体規定の存在が自前で考える構造設計者の育成を妨げる！

⇒ぜひ、日本建築法制会議としてのメッセージをまとめていきましょう！
⇒　ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ（想像力）の欠如とならないようなプログラム活用が一層肝要なり。
：「危険な運用からの脱却に向けて＜耐震診断の実施義務化＞」星睦廣、２０１３年１１月２９日

：「小学校の耐震診断で偽装発覚」、日経アーキテクチャ、２０１３年９月２５日
：「柏崎刈羽再稼動に重大な「疑義」あり、東電がひた隠す　福島第一「地震損傷説」」、

、選択、２０１３年１１月、

：「図解　９０分でわかる！　日本で一番やさしい「財政危機」超入門」、ＴＯＰＰＯＩＮＴ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＯｖ．２０１３
〇提出資料（室田 達郎）
：「専門家の意見と行政判断」についての補足資料、室田達郎、２０１３年１２月５日
　⇒メディアの報道の客観性の質も低下している。
⇒※『専門家の意見と行政判断』、室田達郎、２０１３年８月２５日
⇒※「専門家の意見とは何か」ということについて新たな解釈が必要になってきており、新しい辺境文化が生まれようとしている。　近年、国会討論は「見解の相違」という強行採決により締めくくられて甲論・乙論の根拠をなす事実は「見解の相違」の下で隠蔽され、一般人からは見えなくなっており、専門家の甲論と乙論における短所長所が何かなどの議論に至らない状況にある。　
〇提出資料（真柄 栄毅）
　：「朱鷺メッセ通路落下控訴審、県と３社　８０００万円で和解へ　１２月県会に関連議案提出」
、新潟日報、２０１３年１１月２８日

⇒和解！・・とはね～・モミケシ？・・のような住民訴訟が起こることを避けたいため？・のような⇒　控訴審で　※　http://www.ken-sekkei.or.jp 新潟県建築設計協同組合（７５００万円）　と

　　　　　第一建設工業（４００万円）と槙総合計画事務所（１００万円）　の３社と県が和解！
：「「安心できる建物をつくるためにー《２―３構造計算プログラムについて》」を読んで思ったこと、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、真柄栄毅、２０１３年１２月５日
